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Ａ 現状維持
事業のマンネリ化も懸念されているが、被爆体験者が年々減っていくなかで、原爆の日に記念式典に参列
し貴重な体験をする事業を継続することは有効な手法である。他国で核実験が実施された事実も踏まえ、
核兵器の恐ろしさと平和の尊さを引き続き啓発していかなければならない。
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事業費計(A)

人件費（Ｂ）

「伊賀市非核平和都市宣言」のもと、戦争の悲惨さを風かさせることなく再び戦争という過ちを繰り返さず、平和の尊さを
後世へ伝えるための必要な事業

原爆の日に広島平和記念式典に参加することで得た体験やそれぞれの学校における平和学習内容を、自校での還流学
習や広報等で有効に市民に啓発している。

各中学校から1名ずつではあるが広島派遣事業に参加し、そこで得た体験や感想を自校での還流学習や市民啓発に有
意義に活用することができた。この事業の一定の成果は達成できたといえる。

次世代を担う中学生の非核平和への取り組み等を紹介することで、効果的に市民への啓発を行っている。コスト面や事
業内容について検討した結果、H21年度より1泊2日の行程で実施するとともに、11校すべてに平和学習会として還流学
習の充実を図る予定である。
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○原爆の日に広島平和記念式典に参列することから原爆の恐ろ
しさと平和の大切さを学び、自校での還流学習や市民啓発に役
立て、非核平和について考える機会を意識的につくることができ
る。
○市内の全中学校で平和学習に取り組むことが、恒久平和を願
う意識の向上を促す。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

1

○市内のすべての中学校から各１名を広島に派遣し、平和記
念式典への参加や原爆資料館等で平和学習を実施
○市内中学校3校において平和学習会を実施
○（各支所単位で）原爆パネル展の実施
○戦争関係資料の収集、保存、教材化

戦後60年以上を経過し、戦争の記憶も薄れていく中で、後世へ
戦争の恐ろしさを伝え、平和の尊さを改めて考え直す機会づくり
が必要である。中学生広島派遣事業は、被爆体験講話の受講
や式典会場での広島から世界へのメッセージを肌で体験し、自
身が各学校への平和の使者として還流を行う意義ある研修であ
ると、高く評価されている。H21年度は1泊2日と期間を縮め、経費
を縮小し実施する。また、これまで毎年市内中学校3校に平和学
習の費用を助成している事業については、全校11校すべてを対
象に実施することとし、継続した平和学習への取り組みを支援す
ることとした。
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